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人格権は、憲法上の権利！  
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５月２１日、福井地方裁判所は、「大飯発電所３号機及び４号機の原子炉を運転しては

ならない」との判決を下しました。	
 

私達は、福井の原告団・弁護団の活動に深く敬意を表し、この度の判決に喜びと新た

な勇気と希望をもらいました。	
 

判決は『原発は、電気を生み出すための一手段、憲法上は人格権よりも劣位に置かれ

るべきものである。大きな自然災害や戦争以外で、この人権が極めて広汎に奪われると

いう事態を招く可能性があるのは原子力発電所の事故のほかは想定し難い』とし、また、

電力会社が CO2 削減を原発の必要性の理由にしてきたことに触れ『原発で深刻事故が起

こった場合の環境汚染はすさまじいもの、福島原発事故は我が国始まって以来最大の公

害、環境汚染であること、環境問題を原子力発電所の運転継続の根拠とすることは甚だ

しい筋違いである。』と、原発は人の命と大自然を侵害する恐れのあるものだと明言しま

した。また、地震問題では、『発生した事象が新たな事象を招き、事象のすべてを取り上

げること自体が、極めて困難』と、地震の際の［冷やす］［閉じ込める］という構造に欠

陥があると批判しています。	
 

この判決は、３年経った今も福島原発事故で故郷や地域社会を奪われた多くの人々が

困難と忍耐の中にいることを、今を生きるすべての人々に突きつけてくれました。	
 

判決文は、福島原発事故の被害の甚大さと住民の苦しみを真正面から受け止め、人が

生きる権利を原発事故から守らなければならないという強い精神が、私たちの心に響き

ました。脱原発を願う市民の声と行動が後押しをしたのだと思います。	
 

未だに福島原発事故の原因すら究明されていない中、再稼働、ましてや海外への原発

輸出など論外です。	
 

国や電力事業者はこの判決の一つ一つを心から受け止め、福島原発事故の現状を隠す

ことなく市民の前に公開すべきです。	
 

	
 

私たちは、大飯原発 3、4号機運転差止請求事件の画期的判決をうけて以下のことを強

く求めます。	
 

	
 

◆関電は控訴を撤回せよ！  

◆国・電力会社は原発政策の破綻を認め、再稼働・原発輸出を止めよ！  

◆九州電力は玄海原発・川内原発の再稼働を止め、原子力から撤退せよ！  


